　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
東日本大震災による避難住民に裁縫道具を送るための寄付金について（中間報告）
　　　　　　　　　　　　　　　生活やものづくりに必要な学びの充実をめざすネットワーク世話人会

[image: image1.wmf]会員の皆様の中にも、この度の大震災の被害に遭われた方もおられることと思います。心よりお見舞い申しあげます。現在も多数の方が長期の避難所での生活を強いられています。そのなかで、救援物資として届けられた衣類が、サイズが合わず着られずに放っておかれている物がたくさんあり、避難してきている中高年の女性の方々が裁縫道具があったら直せるのにと、1人1セットずつの裁縫道具セットを希望しており、緊急に裁縫道具セットを集め、現地に送る依頼が、会員の大竹先生のところにありました。少なくとも、1000セット以上を希望されているようでした。
　そこで、本ネットとして、２０１１年６月１日のニュース２号と一緒に会員の皆様に寄付を呼びかけました。

　６月末現在、２７万５千円が集まりました。教材会社にも現物寄付の協力を得て、裁縫箱・裁縫道具（2,500円位のもの）を宮城県の担当部局へお送りしました。なお、現地ではミシンも必要とのご要望により、寄金によりミシンも購入することを相談中です。






